令和7年度 第2回 森町創生総合戦略策定推進委員会 議事録
日　時： 令和8年3月23日（月） 14時 ～ 15時
場　所： 森町役場 新棟2階会議室 
出席者： 別添委員会名簿のとおり
概　要： 以下のとおり

1. 開　会
岩井企画振興課長より挨拶

2.委員長挨拶
遠藤委員長より挨拶

3. 議　事
① 第１回森町創生総合戦略策定委員会に係る意見対応表について
事務局より、前回委員会での未回答事項について説明。
② 第3次森町創生総合戦略事業調書について
事務局より、各事業の進捗状況とKPIの実績について説明。
【大学生との交流・教育連携】
· 委員長： 町を訪れる大学生と地元の小中高生が交流し、研究発表等を行う場を作ることはできないか。大学を身近に感じる環境作りができないか。
· 中西委員： 単なる交流で終わらせず、教育課程における「学び」としての意義を明確にする必要がある。美術大学等のインターン活用など、専門性をどう教育に繋げるか精査すべき。
· 佐藤委員（女性協）： 玉川大学の学生と3年間料理交流を続けているが、その後の展開が見えない。交流の目的を明確にしないと、継続性に疑問が残る。
· 委員長： 大学側のメリットだけでなく、町側に何が還元されるか、双方が「やってよかった」と思える仕組みが必要。
【デジタル観光パンフレット】
· 岩島委員： 町民への情報提供を謳うなら、Webだけでなくポスターや飲食店等へのQRコード設置を強化すべき。現状のアクセス数（1,061件）は身内による可能性もあり、活用方法の改善が必要。
· 委員長： 単なる紙のデジタル化に留めず、今後は動画連携や音声対応など、デジタルならではの付加価値を追求すべき。
【KPI（重要業績評価指標）のあり方】
· 伊藤委員： 5年間の計画に対し、進捗が著しく悪い事業（UIJターン、介護等）は施策自体の変更や撤退を含め検討すべき。逆に達成率が高いものは目標を引き上げるべき。20%未満の事業は改善を徹底すべき。
· 事務局： 結果が出なくても予算化し続けてしまう悪い慣習を改め、3年で達成できなければ中止する等の行革視点を導入するなど、予算関連部局にも共有していきたい。
【子育て支援・行政サービス】
· 佐藤委員（女性協）： 支援金を出しても出生数が増えないのは、金銭面以外の要因があるのではないか。
· 中西委員： 価値観の多様化が根本にあると思う。神戸市のように「申請型」ではなく、行政側からアクションを起こす「告知型・プッシュ型」の支援への転換をするべき。給付してしまうと何に使われているかわからないので、減免とすることで防ぐことが出来る。
· 商工会議所： 役場はサービス業であるという意識を持ち、町民への積極的なアナウンスを行うべき。
③ 第3次森町創生総合戦略 新規事業の紹介について
【道の駅リニューアル事業】
· 事務局： 基本構想はある程度まとまっている。財政状況や資材高騰により着工は数年後ろ倒しになる見込み。
· 伊藤委員： 新規事業が少ないため、5年間同じことを繰り返さないよう、外部の視点を取り入れる等幅広に検討していただきたい。
· 商工会議所： 運営形態や施設の整備等の中身について、是非商工会議所に相談してほしい。
【洋酒樽プロジェクト】
· 岩島委員： 大手独占の市場への新規参入は現実的なのか。パフォーマンスで終わるなら中止すべき。
· 事務局： 民間企業と連携し技術開発を進めており、林業試験場から技術研究支援を考えている。令和8年度に12樽、令和9年度に24樽、令和10年度に48樽の製造を目指す。3社から引き合いがある。

④ 今後のスケジュールについて
· 次回開催：令和8年9月または10月頃を予定。

⑤ その他（若者定着・奨学金）
· 事務局： 奨学金返還支援を行っているが、戻ってくる実績が少ない。町内事業者の取り組みを参考に教えていただきたい。
· 佐藤委員（商工会議所）： 自社では「3年間勤務で返還免除」としている。今年は
森高校から就職する者に対して、給与支給しながら資格取得のための専門学校の学費負担などの独自施策を開始した。
· オブザーバー：進捗状況の整理と見通しの確認は不可欠であり、委員共通の認識であると捉えている。
社会情勢の変化により目標数値との乖離が生じるのは避けられない面もあるが、数値に表れない「具体的な成果」や「地域の成功事例」を丁寧に説明することで、委員の理解を得やすくなるのではないか。
事業の見通しに関する課題はあるが、本件は国の「地方創生伴走支援制度」を活用した産官学連携の重要な取り組みである。将来的な成果に加え、道南地域の大きな課題である「ナラ枯れ被害」の解決策としても期待している。
今後も道庁として積極的に関与・支援を継続し、次回の会議でも意見を伺いたい。

4. 閉会

